
項 ⽬ 内 容

名称 ヤマモモ [英]Bayberry、Candleberry Myrica、 SouthernBayberry、

SouthernWaxMyrtle、 Tallow Shrub、 Vegetable Tallow、 WaxMyrtle、

Waxberry [学名]Myrica rubra Sieb. et Zucc.

概要 ヤマモモは、国内では本州以南の温暖な地⽅、海外では朝鮮半島、中国、台湾、フ

ィリピンに⾃⽣あるいは植栽する常緑⾼⽊。雌雄異株

で⾼さ約15 m、花期は4⽉、夏に実が熟す。ヤマモモ

の名は“⼭に⽣えていて、⾷べられる実をつける”こと

に由来する。⽢酸味のある果実が⽣⾷されるほか、樹

⽪が染料として利⽤される。漢⽅では＜楊梅 (ヨウバ

イ)＞の名で樹⽪、根、種仁が薬⽤とされる。

法規・制度 ■⾷薬区分

・ヤマモモ (ヨウバイヒ/Myrica rubra) 樹⽪︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない

限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・既存添加物

ヤマモモ抽出物︓酸化防⽌剤

・天然⾹料基原物質リスト

ヤマモモが収載されている。

成分の特性・品質



主な成分・性質 ・樹⽪にはミリシトリン、ミリセチンのほか、タンニンが含まれる (29) 。

・果実にはミリシトリン、リンゴ酸、シュウ酸、クエン酸、アントシアニジン配糖

体などが含まれる (29) 。

・葉には、ミリセチン、リモネン、α-フェランドレン、β-カリオフィレンなどが含

まれる (PMID:15898708) 。

分析法 ・ヤマモモ果実に含まれるエラグ酸をHPLC法により分析した報告がある

(PMID:11093643) 。

・葉を⽔蒸気蒸留で抽出して得られた精油の化学組成を、GC/MS法 (ガスクロマト

グラフ質量分析法) により分析した報告がある (PMID:15898708) 。

・ヤマモモ中タンニン類をNMR (核磁気共鳴分光法) により同定した報告がある

(PMID:11449525) 。

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献に⾒当たらない。

消化系・肝臓 RCT

・NAFLDの特徴がみられる若者44名 (平均21.2±1.2歳、中国) を対象とした⼆重

盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、ヤマモモジュース500  

mL/⽇を4週間摂取させたところ、⾎漿TNF-α、IL-8、PCG (酸化ストレスマーカ ー

) 、TPS、CK-18 M30 (アポトーシスマーカー) の低下が認められたが、⾎中脂質

(TG、TC、LDL-C、HDL-C) 、空腹時⾎糖値、インスリン濃度、HOMA-IR、⾼感度

CRP、肝酵素 (AST、ALT) に影響は認められなかった (PMID:24377455) 。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献に⾒当たらない。
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